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コース再編成
配達曜日 ・時間の変更への

ご協力ありがとうございました！
５１コースから４７コースに削減でき、

トラック１台当たり３４万円→３７万円に配送効率アップ！

２名が仲間づくりと商品部へ異動して業務体制強化！

春の 「仲間づくり」 月間
４月度４０名の新しい仲間が加入！
内１７名が組合員さんからの紹介加入です！ありがとうございます！

ガレージセール・朝市などで
組合員さん仲間づくり
協力ありがとう！

つくば 「まめいち」 でカタログを広げて
常総生協をおすすめする組合員さん
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○認定子ども園竜ヶ崎みどりバザー

　龍ヶ崎の組合員さんがこども園に声をかけてくださり、 出店

できることとなりました。 小さな子どもを持つお母さんに常

総生協の取り組みや活動をアピールできました。

気持ち引き締めて６５０名の仲間づくりに全力投球します！　

５月は地元「守谷市」を中心に４５名を目標に　仲間づくり奮闘中！

お友達紹介お願いしま～す！　６月は我孫子、 ７月は流山に一斉に入ります！

仲間づくり　組合員さんありがとう！　朝市やガレージセール、 祭などで

○まめいち （つくば市）

　土浦地区総代さんと地域での仲間づくりについて相

談していたところ、 通っている鍼灸院での朝市を紹介

いただきました。 鍼灸院を営んでいる方も常総生協

の組合員で、 ぜひ参加して下さいとのお誘いをいた

だきました。

( まめいちとは )

　「つくば草の根はりきゅう院」 を営んでいる組合員さん
が、 暮らしを大事にする人たちが集まり小さくても豊か
な関係を育んでいけたら…という願いで始めたコミュニ
ティマーケット。 （つくば市大角豆。 毎月第二日曜開催）
　出店は、八郷の有機農家さん、陶芸家さん、マッサー
ジ、 季節のブーケとハーブ苗、 ホシノ天然酵母のパン、
玄米酵母パン。 など地元のこだわりが勢ぞろい。

○松戸ガレージ前 「展示即売会」

　松戸地区の組合員さんが、 ご自宅前の無農薬

で栽培した野菜を販売する店舗横を貸して下さり、

展即販売会をさせていただきました。 特に松戸地

区は常総生協の名前があまり知られていないので、

アピールするのにとても良い機会となりました。

常総カラーに染まった新しいチラシが出来ました。地域に沢山配布していく予定です。
組合員の皆さん空いてる時間にポスティングのご協力と、チラシを設置していただけるマン
ションや、お店や公共施設、病院などありましたら教えてください。ご自宅の門扉への設置協
力もお願いします。
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お友達に常総生協紹介の際は、 ぜひこれをお渡ししてみてください！供給担当まで！

はじめて常総生協を利用する方への商品利用の手引きをつくってご案内しています。

組合員による催し物案内

原発いらない牛久の会主催

「低線量内部被ばくの話し」

　講師　児玉順一先生 （内科医）

５／２９ （日） 14:30 ～ 17:00

牛久市中央生涯学習センター 2F

戦後７０年企画　上映会とお話しを聞く会

「太陽がほしい ・ ・ ・ 慰安婦とよば

れた中国女性たちの人生の記録」
５/ ２１ （土） 12:50 ～ 16:20

つくばサイエンス ・ インフォメーションセンター

　この映画は、 日中戦争当時の日本軍による性暴力の事実を明
らかにすると同時に、 その後も後遺症や周囲の人間関係の中で
苦しみつづけた被害女性たちの人生を映し出します。 人間の尊厳
と人権、 とりわけ女性の人権とは何かを問いかけます。
　記録映画上映後、 班忠義監督のお話しもお聞きできる貴重な機
会です。

内科医の児玉先生には放射能の健康影響について生協でも
いろいろな助言や、 子どもたちの健康調査にたくさんの支援 ・
寄付を頂いています。 身体のしくみと放射線の影響、 世界の
汚染と住民の健康について医師としてお話し頂きます。
　この日は先生の新しい出版物も販売いたします。

■児玉順一医師 講演会第２弾■

知っていますか？ 
低線量被ばくは無害 というウソで

原爆も原発も進められてきました。

              

放射能汚染から生命と健康を守るための 

低線量内部被ばくの話

講師：児玉順一医師（こだま医院院長）
 

    知っていますか？                    

放射能は遺伝子だけでなく             知っていますか？ 

細胞膜もミトコンドリアも      世界の放射能汚染で 

                 狙います。            がんや病気が            

                          増えています。 

5/29(日)ＰＭ２：３０～５：００ 

牛久市中央生涯学習センター 2階 中講座室 
資料代 ５００円 

 

■主催：原発いらない牛久の会  

■賛同：脱原発ネットワーク茨城、常総生活協同組合、環境学習同好会 

■問合せ：藤田 080-5193-5218    森川 080-3953-4653 
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○ 4/24 18:00 宮崎県五ヶ瀬ボランティア

センター到着

　甚大な被害を受けた熊本市内や益城町、

南阿蘇村にほど近い宮崎県五ヶ瀬町で、 民

間の団体が協同して被災地支援ボランティア

センター、 ＲＱ九州が立ち上がりました。

　五ヶ瀬町の公共体育館 （G パーク五ヶ瀬

ドーム） に物資集積基地を設置し、 常総生

協の支援トラックもそこへ支援物資の全量を

下ろしました。

　支援物資は広い館内に種類別に区分けさ

れ、 被災地各所のそれぞれのニーズに合わせ

て、 ここから供給物資を運びます。 この日は物

資の搬入と仕分けの手伝い、 翌日の支援活動

の打ち合わせを行い、 終了となりました。

　五ヶ瀬町も震災時は大きな揺

れを観測しましたが、 地震によ

る大きな損害はなかったそうで

す。 しかし宿泊した宿では地

殻変動の影響で水は濁ったま

まで、 飲み水は毎日、 給水し

てもらっているとのことでした。

○ 4/25　熊本へ出発

　朝一番にＲＱ九州 （五ヶ瀬ドーム） より、

本日の支援物資運搬先に電話で最終ニーズ

を確認し、 供給物を選別。 生協トラックに積

み込み、 熊本市方面に出発です。

　被災地に近づくにつれ、 道中の道は至る

所クラックが入っていて通行止めになってい

る道も多々あるものの、 迂回でき、 なんとか

進めました。 震災がれきの置き場となった河

原、 屋根にブルーシートを掛けているお宅を

多数目にしました。 　　　　　　　（榎本・伊藤）

　熊本震災支援レポート 【２】　ボランティアセンターで熊本入り準備

常総市水害に頂いた支援のバトンを熊本へ
【4/24 ～ 25】

4 月２４日 （日） 愛媛県八幡港からフェリーで大分

県臼杵港へ上陸。 熊本県境の宮崎

県五ヶ瀬町　RQ 九州到着。 支援活

動打ち合わせ

２５日 （月） 仕分けした荷物を再び生協のトラック

に積んで熊本市に向けて五ヶ瀬ボラ

ンティアセンター出発。

「熊本 ・ 九州支援　募金」 受付 １口５００円　OCR No. ４７４

五ヶ瀬災害支援

RQ ボランティアセンター

魚住農園からの野菜や卵、 無茶々園のみかん

五ヶ瀬ドームで物資をお
ろす作業

広いドームにいったん荷物を広げて ・ ・ ・

各避難所のニースに応じて仕分作業を手伝う伊藤部長

各避難所のニーズ
が書かれる白板


